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容
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（別　紙）

○事案の審議について

１．簡易公募型に準じたプロポーザル方式

１）

○ ・ ケーススタディにて選定している港湾海岸の浸食要因を検討するに
当たり、高度な技術が必要と判断しています。

２．一般競争入札（総合評価落札方式）

１）

○ ・ 潮位データの評価手法について明確な基準がないため、「観測の信
頼性評価の方法」を評価テーマとして求めたものである。

沖縄における地球温暖化地球温暖化に起因する海面上昇に伴う
人工ビーチの侵食対策検討調査

本業務の発注方式におけるプロポーザル方式を選定した理由
はどういうものか。

潮位観測データ信頼性維持検討業務

評価テーマについて、「観測の信頼性評価の方法」の意図は何
か。

回　　　　　　　　　答意見・質問


